
鉄筋コンクリート造建築物の応急危険度判定醐査表
輩9書号： 書 鯛査e疇 ：―――年一_ 11_e午m／午it_-.
鯛宣lltt:_lllll ..宣 書 ：

＂し 瓢 ：

I.疇 冨 物髯賽

I. I 峰纂物名祐
I. 2 鑢憂惰所在疇

1. 3 "t宥名
I. ヽ 這給書
1. s aJ‘"9月遍

＂負改這択可）

I. 6 I鼻遣゚"

2. 2kJ:U2. 3"下n• 926物の外訊ヽ 胃宜
1) 謬下ゆ• 9Z’"”績尖虞9ンクの改 A.,ンク llll B9ンク 閾 Cランク 躙

A 9ンク B9ンク C9ンク

這総え

這緯9C
口事積所 〇住宅 〇択111住宅 00● 口工嶋 口會庫 〇零佼
ロほ冑所 口庁會 〇公a＂ □体胄鱈 〇病m 口その他（ ） □鮫緬コンクリート遣 〇プレキャストコンクリート遍 ロプロック遭□n脅鯰員` コンクリー ト遍 □11t用情量（ 遍と 這）
口9-，，ン嶋遍 02式虜遍 〇その綸（ ） 

`上-II嶋下 ” "属一” "詈寸ほ ：約―m)(r.,_m□IT紋L Oモヽレクル o,イ,.. 〇石貼り ロヵーテンウ貪ール
□PC板 OALC板 〇プ0 ック 〇その地(_ • 

鳩 量更広

蘊 軍”'~l.l
”~ 鍍仕上げ

（慣な道訳可）

2 . 外m口査~

2. I 讀遣●体
2.1.1 庫嘘醸：噴1こよる鵡璽掬全体のた下
2.1.2 不mた下によ る繊畢物全体の傾い
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ー

A9ンク
00.2m束漏

O l虞 (1/60)未“'

8.,ンク
口0.2-1.om
Cll虞：ー2置：

Cランク

ロI.Omを“える
ロ2度'(l/30)を“
える

2.1.3 ,-ノン讀遭の外鯛庄の・
（真査” ” ”匹~* 鵬査庄 ＊ 胃宣狂寧＝ ％） 

ll Ill償賓IVの止＊改／鯛llfl,l＊改 口10％釆綱 口10-20" 020％を“Lる
2)＂偏度 Vの注＊改／鯛査と＊欧 口 1％宋讚 口 1-10% 010%‘“える
3)一見してc,ンクと分かる場合 . ..............…………...............………………• ロ
2.IA 2ス讀遺の”クしの肇書"""冒 11 外匹最さ m 冑天Z畳さ m 綱査2噂一 ％） I) I月11度IVの2長さ／鯛査Z量さ 口10％攣漏 010-20% 020％をU人る
21 I員儡度Vの竺長さ／鯛査竺長さ 口 1％未“ □I -10% 010％を“人る
31 -•見してc, ンク と分かる嶋合 •………•……••……………...……….............. C〕
2. I 讀遍饂停の”....,.査！
1)櫨尖度9 ンクのC

2)慎儡度Ill以上の9員儡瓢材の賓饒

2. 2 霧下”’ 布
り窯ガ9 スの霰IJI □ 
2)外“" ロ
(Clモルタルロ9イルロ石M?)

””“'ィ 口(□PC板口ALC翫 ロプD'7ク）
ヽ）庇．パルコニー ロ
SI,,,ベッ ト ロ

6)編ヰ言m 口
" ＊ュウピクル ロ
8) クー,,ング9ワー ロ
91ウイ ン ドクー9ー ロ
10)ベン トハウト ロ
Ill墨上塁突 D 
121そのfol(___ ) 口
2. J.印m物 宥
1)躙外”段 口
2) プロ ック噂 口

” "緬 9ンク ロ
）ヽ 0勧 Uテ臼： ロ
Slその伯（ ） 口

89ンクー饂
〇布

8 9ンク
0 1 -10% 

0..分mひび＂＂し
..分彙胄量

CHEに虞間が見 ら
n．る
01員かな隕い
ロ償かな鰻い。IIかな傾い
□11かな傾m
ロ“かな傾い
〇償かな隕い

ロ直かな傾い

CK置かな““

゜89ンクロ置かな隕n
〇償かな聞g
ロほかな傾U
c` かな傾U
E 

＾ランク 置

口饒

A,ンク
口 1％攣綱

口11とんど門箪書

Cランクー 置

口立て6緯の集れ

っ”’口隕nなし
ロ“`］なし

□“口な し
□傾口な し
□M口なし
ロ曲なし

□"“なし
ロ帽事なし

ロ
A,ンク
ロMいなし
□傾れなし
ロ傾“なし

口紐いなし

ロ

c,ンク
010％を“える
〇躙著なひU’"̀
躙●な“.. 

0日疇ずれコ蕃．
甑“頃

ロ"U]が門m
〇傾いが鴫m
〇鰻口が囀Ill
0"“が囀鱈

0叩が”"g
〇傾＂力‘” 鰊

0"“°‘囀 籟
口傾幻力‘,Ill

ロ
c,ン9
〇傾“力”"’

ロ"‘”'”Ill
〇鍼糾が疇m
口鍼口が鴫口

ロ

3.内鬱’"置

3. I 情り量攀体
3.1.1 ラー，，，ン膚逼の内往の箪書
(Ill査” ” 内匹tt_ *IIII宣~* 冑査往亭一 ％） 

I) I員燭虞IVの庄＊改／1111査舷＊tt 010％来“ 010-20% 020％をね 人る
2)＂儡虞 Vの庄＊11:/1111鸞庄＊11: 0 1％東“ 口 1-10% 口10%t-“える
3)一見 してc,ンクと分かる嶋合 ........………………•••……•••••••……••……•••• D 
3.1.2 !'.!式膚遣の内壁の箪書

(”査” ” 内竺ぼ晨さ m 疇査!.t長さ m ”宣!.tm- %） 
" "“'：Wの=長さ／綱鸞塁長さ 010％束漏 010-20% 020％をgぇ．る
” "“度V(f)零長さ／鯛鸞鸞長さ 口 1％宋頃 01  -10% 010％を9える
3)-見．してCランクと分かる場合 •…….................………•••………••…………•• D 

3. 1 構lit鵬＂の内瓢綱漬
1)絨災虞ランクの改

2) ＂9H賓IIIじL上の1員9し111949有慧
3. 2 冨下n・12’"菖
1)天ftt.U:.げ
2)天井9Nnnと具
3)天井の空．綱U具
り天弁・ コの吊り下り己具

5)“"士q992

6) 9'“”” 
7)その他（ ） 

3. 2 冨下掬 ・転eり物の内郎綱燿
1) ~下咋•“”｀の軍尖度9 ンクのm

布

□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

A9ンクー1111・a,ンクー1111
口需 〇石

＾ランク B9ンク
〇鑓金 〇不＂輝

OGl:9: 0不剛l'I
〇直全 〇不""[

°“全 0'1"11111'1
Ol竃全 〇不”’‘璽
口饉．仝 口不"'l'I
□11l全 口不11111'1

^’ ンク “' 
B.,ンク -“ 

c,ンク “ 
C.,ンク
口冨下n"貪賓
ロ｀下危険布
ロ冨下危験苓

ロ冨下危険可

口露下た険ぞ

口霧下た険事

口冨下危険布

c,ンク 一償

ヰ
募
1

4.'tの他

.4. I 隣復緯藁”'専99項零9こよる危険 口危険なし
◄ . 2 It 臼 Cj¥ QOK  ONO  ガス 00k口NO

s. 2とめ
5. I 情這蝙体9こ11o1する平定 ('2.I外n躙宣』と '3.I内”躙宣、のlCI

；しEE：五：：：：99の利饒 1合：：一饂I已；；一四

〇不•nllf

＊這 DOK口NO
0た験あり
匹 □OKONO 

Cランク 償

〇危績 (B9ンクが
2日以上し含い

s. 2 事下”’• 129mに閲する＂定(『 2.2-2. 3外〇鯛立』と『3.2内lll:11査』 のゆ

は:＝工：ごは一鸞；；；一霊；：年：3 

マ・ 一

S. I 情這蝙rょに閏する祠定り畢 〇安金 口賽士烹 口危験

□賣金 口立入り可紐 □“分立入りにC: 口立．入り1,11止
5. 2 冨下惰・にm""こ

口賽に立 O●分立人りi£怠． 口“分工入•It£烹 〇立入りm止閲 する日宣m采

□n"負 。Ill分立入りm止 ロに分立．入りm止 c"z入りll!止．
〇翻分立入りm止の瓦Iii!:
〇郎分立入り庄憲の応[!!I: 

I s.. 

心：合拿定

遍ll賢としての償”" 口"""＂忙 cy更月1不可

濡
逹

U
Y
9ヽ

ー
ご
僻
盗
湘
意
S
決
袖
雨
落
海
堂
補
盟
冷
油
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鉄骨造建築物の応急危険度判定調査表
竺直雹彎 ： 書 綱査8崎：一年一月一 8 午m／午浪 崎

nヌ1iiln： 回目 冑査書 ：

所属：

1.建築物概蔓
①内外竺などの仕上げ

1

2

3

4

5

 

．
．
．
．
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l

l

l

l

1

 

逹築物名称

逹築物所在地

所有者

連絡者

建築物用途

〇事穀所 口住宅

口その他
~ 

1. 6 陛数および基準僭平面

地上 摺搭星 隋地下 屑基準暦平iili__ mx m 

l. 7 構這種別

□ラーメン構造
I. 8 外装材

ロラスモルタル

ー

1
7
2ー

”5 

"5 

這絡え

這絡先

揖迄骨籍

口店鑓 口校含 口体育鱚

ー）

口窃かい膚返

OALC板

2.謁査

2. 1 構遣部分に関する鰐査

1) 地鯰

①建築物間1!i1地竺の沈下

②這築物の不問沈下勾配

追築物全体（建築物の傾斜）

①傾斜を生じた搾の上の

陛改が1悶以下

②傾糾を生した栢の上の

府数が2以上

①部材の座屈の有需

②筋かいの霰断字

咋 Itりの1良合却および
阻手の霰損

④往関の破損

口温合構逗 口その他(

□カーテンウォール 口その他（ ） 

Aうンク

口10cm以下

口1/300以下

Aランク

□1/100以下

口1/200以下

Aランク

口なし

□20％未漏
□1度合部の変形

口基関コ ンクリート

のひび"h.

口工場 口倉庫

8ランク

OIOaa越3に以下

口1/300超．1/100以
下

Bランク

口1/100紐 1/30以下

01/200越、1/50以下

8ランク

〇昂舘庄屈が／

口20％以上50％未潰

〇ポルトの一部薮断

あるいは撞合邸の

きれつ

〇基礎コンクリート

の部分的破環

Cランク

□30on!aあるいは地
罰れ

□1/100紐

Cランク

口1/30紐

□1/50紹

Cランク

〇全体甕屈あるいは

著しい昂菰座屈

口S0％以上

口憧合却または観手

の20％以上の破断

口基礎コ ンクリート

の圧墳あるいはア

ンカーポルトの破

断・弓l使I↑

⑤腐食の有撚

2. 2 

②11110葬・窓ガラス

③天井の仕上げ・懇明呂

具の藷下の危険

④床のひび割れ・たわみ・

むくりの宥慧（土間コ

ンクリートを除く）

⑤問仕切の悧頃・転倒の

危険

⑥その偽

（ ）  

3.謂査結果

3. I 危険度

□11とんどなし ．

非構造部分に関する関査（内外笠材の破1.II）

Aランク

ロ凩角郎などのわず

かなされつ

口開閉に少々支陳を

きたす・ひび割れ

程度

口なし

口なし

口這全

〇安全

口否しいげが各所1こ

見られる

Bランク

ロ＊目ずれ・わずか

な刹鰭 ．

D多くの隣角邸破
IA・関閉困籠

〇謬下の危険性が少

しある

口20％未温

ロ一部霰憤している

〇少々危険

口孔食が各所に見ら

れる

Cランク

□全面にわたる大き
なされつ •ilii'ドへ
のはらみだし ・部

分的あるいは大さ

なM謬

口大半が破9員・間閉
不鯰•著しい霰頃

〇活下の危険注があ

る．あるいは謬下

している

020％以上

口大部霰1員している

口大変危険

綱査項目数 Aランクの改 Bランクの改 Cランクの3

揖逗部分に

関する綱査

非構這茄分に

関する閃査

合計

3. 2 鯰合判定

総合判定では．Cランクが1つ以上あるいはBランクが躙査項目数の内半数以上の場合を「危

険J.又．すぺての躙査項目がAランクの場合を r安全J．その他の場合を r要注意』と判定す

ることとする．

したがって．以上の関査結果から当E建物は．

口危 険・・・・・・当面使用禁止

口要注鸞・・・・・・使用注烹

口安全…••謀桟便用可能

と判定する．

3. 3 注意事項（その他気がついた点）

鳩這部分：

非1員這部分：

召王物：

ヰ
漆
2

冤
呻
晦
濡
湘
ぎ

s決
樟
両
落
海
世
j

油
握
榊
辿
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木造建築物の応急危険度判定調査シート
口環書号： 書 綱ll.B~:_,,,_-n_e 午閉／午9鼻 99 
醗鸞回改： 回目 綱査書：

所皐：

I.建物概要

I. l 違物名称

I. 2 所在地

3

4

 

．． 
I

I

 

5

6

7

8

 

．
．
．
．
 

l

i

l

l

 

建築年度

暦貶

〇平星 02暦建 □その他(,
1階床面積（ rr/ ( 坪））

外装仕上げ

ロラスモルタル

汁
麻
濡
灌
惑
S
決
弛
雨
溶
海
世j
洞
翌
淵
ぃ
ヽ
ー
ナ

|
1
7
3ー

2.違物調査

2. I 

2

3

4

 

．

．
．
 

2

2

2

 

3. 2 

:. 3 

市町 T目
郡 村 大字 番地

氏名 ＿ ＿＿＿ 話`這絡先

建物1l別
□住宅
口事務所

ロ依鱈

（新簗年度 ：増改簗年度 ） 

達物の不同沈下

違物1”の傾斜
内外装仕上

謬下物の危険性

瓦

外装け

ガラス

その他（ ） 

〇アパート

□学校
D序舷

口金属板 Dポード厄

Aランク
〇不同沈下がないか

あってし経微

口1/60り下

〇わずかなひび111れ

口危険性なし

D 
D 
D 

Bランクの数(

□高店
□工湯
口畜含

0その他(

〇店鑢情111住宅
〇倉庫

Dその傭
（ ）  

Bうンク

〇床、匿桟の畜込み

浮き上がりが著し

‘‘ 
口1/50を超え1/20以
下

□大きな亀棗。創苔

〇絵去により危険回

避可に

ロ
口
口

3.講査結果

3. I 鋼査結果のまとめ

Aランクの数（

危険度ランク

〇危険： Cランクが1つでbある

口要注意： Cランクがなく． A及びBランクのみの場合

〇安全： 全てがAランク

コノント

違物（

石下物（．

Cランク
口小星且みの薮頃．

床全体の沈みこみ

口1/20を俎える

〇亀塁、剥窪により

冨下の忠れ

口危険住あり

D 
D 
口

Cランクの数（

各部位の損傷状況ランク表

塁位 ランク 1 うンクII ラン9111 ランクlV うン9V

基礎 ・幅〇．3..以上長さ • ll!llに比ぺ1員傷程 ●不同沈下●薮損＇ •破 • fJ肋●液失•Ii:~
200ー未潰のひび 度が若干大 •日昴的な霰頃やtt ●ひび割れ書しい ..l:茄揖造を支えさ
割れが2-51所 上モル9ル剥踵． れない

lllli 

床蘊 ●床緩と2との日に ●床板の畠目にn問 ・床飯に若干の不れ ●床板に詈しい不桟 ●全ての床阪9こ詈し
わずかなfれ ●土台が驀襲からわ ●束が烹石からlll.召 い不佐

ずかにずれ ●注の土台からの著 ●全ての土台．柱．
•＆が土台からわず しいずれ 東が基礎，夏石等
かにずれ ●土台の基譴からの から駁預

苔しい1'れ •*31． 根大の大蕊
●床板ll)折れ 分が謬下

輪組 ●住竺仕0にわずか ●一部の往捻仕0に •＆塁に割れ ●往．捻に断面欠！員 ●全ての住が折！月あ
なずれ めり込み ●往捻仕0にずれ ●tt.ほ等に祈損 るいは土台からは

•柱に若干のたわ •Itに＂れ ●天井緻に不圧 ずれ
み ●天井面に歪 ●天井板が駁預

●天井板のずれ｀―
缶説畜
●塗天井に訓鍾

悼姐2 . !!面にわずかなず •ポード2 ：慎負謁 ●ほとんどの“Ill!! ●著しい残臼変杉 •大きな 9.l臼変杉
れ にひび割れ．一謡 に残日変杉 （約1/10)・ (1/10を超える）・

の釘のめり込み ●嘉這2：屈這仕0 •石這!!: l7;這の霰
•土塗り2:bずか にずれ ！員．筋這嗜邸のは
なひびれ • ポード2 : "'J1の 土もからのはずh

めり込み、ポード • ポード2 ：面外に
日の著しいずIL 濱曲．下地材から

•土塗!!:11とんど 説苔

にひび"h ● 土~!,! : 士が小冨
竹から科鵡
●貫の吃1,

fillt ●そル91レミり2 ●モル91H灸')2 ●モル9ル2り2 • モル 9ル塗り 2 ●全ての仕上！tが良
等：閤口凩角毎回 等：仕上の駁石 等：仕上の大半が 苓：2面のはとん 苔
リにわずかなひび ●ポード頂：目地蕊 M鑓または1!1.召 どでIt..t！オが競窪 ●全ての建具．寸・'
訓れ にひび’"しやずれ ●ポード夏：大半の ●ポード頂： ＊五分 シが薮漬
・ポード頚：目地蕊 • アルミサッシ： 塁 目地認に著しいず においてrrの浮さ
にわずかなfl1. の霰1員．ピー杓の れ鴫釘打蕊の缶分 上がり．説百

はずれ．閉閂が不 的な浮き上がり． •71~ ミサッ シ： I: ＇ 
熊 県角岳の霰1, fれ．霰1月．アル

i •＊ロサッシ：2面 • 7ルミサヮシ ： ガ ミドアG損
との門に篠間 ラスの霰！員 •＊閑サッ シ破1,
●内2屈辺却にn間 ●内2合板の浮き •＊製建具破惰 I 
.,イルの目地に亀 .,イルが成 ●内2合阻に出l塁，
只 ．，ロスの霰れ 悦!i.,イルの親

窪

g 根 ・桟瓦の一郎に1' ●ぽ瓦のずれAEU、 •四1外瓦！こし .；；Illに不控 •小呂姐の名しい霰
tl．霰IA 耳下 ずれ • •I•&;姐'/)一部に既 慎、塁摂耳tm*

損 郎分の惧傷
●瓦ヵ：：ぽ全面的な

f ll. '11.11.: f.こは
！ 石下

●念閲授1れのショ ！ 
イント蕊にはがil

＇ 
そ力InIll

｀ （＊注） 分とで毀I9す9出臼変杉i“』1りやも活aの間さを示す．
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鉄筋コンクリート造建築物の被災度区分判定覇査表

gll!書~: 書 綱査B9亭：一年一月一8 午lFl／午復 ” 
閃去liltt: 回目 鵬 査名：

所 属 ：

I.違染物棗妻

I. I 這築物名称

1. 2 氾震物所在地

1. 3 9れぼ 運捻先

l. 4 連絡者 連絡

l. 5 豆棗物用途 □事務所 □住宅 □共同住モ 〇店鱒 ロエ湯 口倉庫 口学校

（償改遁択可） 0保育所 □庁舎 〇公民鱈 □体胄鰊 口病灰 口その綸( ） 

1. 6 構造檀 g9 D訣筋コンクリート造 □プレキャストコンクリート這 ロプロック這
口鉄骨訣紐コンクリート造 □1舟用構造（ 這と 這）

情透形式口,_.,,ン構遣 〇竺氏Ill遣 口その他

基礎 情造 口直19基礎 □杭基礎（檀9り ・ ） 

氾築物規撲地J:一隋地下—ー屑償置—”"”法：約_mx約＿m
数地の地形口平但地 □傾糾埠 □古地 01!!1地 □その他（曹
周辺の地形 崖から----m lll・湯・潤． iBから---m（注：som以上の湯合に記入不晏）
外装仕上げ口打紋し □モルタル ロクイル ロ石貼り □カーテンウォール
（複孜遍択可）口PC板 口ALC板 ロプロックロその他(

1. 13 設計図書構造計算書口有 □焦 泣計図口宥〇撼

2.建築物のIll査による判定

2. I 辺案物全体の沈下による判定 ① 最大沈下量 S= 

2. I 違東物全体の沈下による判定

〇撼被1!f(S=Om) □,J霰 (Om<SS0.2m) 口中破 (0.2m<S$I.Om) 0＊霰（I.Om<Sl 
2. 2 厄築物全体の傾斜による判定

① X方向傾糾月 8、= 9ジアン (I度＝o.oms,ジアン）
② Y方向傾斜角 o,＝ ラジアン（0.017ジアン＝0.573度）

③ 贔大傾斜度 IJ=Jox’+oy'＝ ラジアン

2. 2 紐築物全体の傾斜による判定

D慧破'ii(8=0.0) 口小破 (0<IJS0.01) 

ロ＊破 (0.03<8S0.06) 0釘頃 (0.06<11)

2. 3 構造体の1員傷割合による判定

ラーメ ン情辺では．最し絞害の汲しい階について行う．

竺弐情辺では．歓害の滋しい方向で最L翫害の泣しい屑について行う．

⑤各In属度に片応するD、の計真

Ill傷度Y D,=(I00081/7A=_l::50の小さい方の伍）＝
偵傷度IV D,=(1008./ A= と50の小さい方のil)= 

頂贔度UI D,=( 608,/ A= と30の小さい方の伍）＝

U傷度II D,=( 268,/ A= と13の小さい方のU)＝

n傷度 I D,=( JOB,/ A= _I:: 5の小さい方の伍）＝
D=I(D,-0,)= 

土
吟
1'<4

7

8

,

＂11
1
2
 

．
．．．

．． 

l

l

l

l

l

l

 

m 

ー

1
7
4
1

） 

鱚工記llD有 □熟

□中歌 (0.01<9:S:0.03)

. --・ ・-.

〇ラーノン構造 口竺式構造

①霰害の最し滋しい隋

” 
①霰害の最い滋しい暦

” ②注の認＊改A. ＝ 本 と方向 □短辺方向 □長辺方向
③閃査した往本数A = ＊ ②の鯰長さA. ＝ m 

④閃査注庫A/A. ＝ ％ a)1111査 した2の長さA ＝ m 

⑤各Ill偽度の柱＊改B、 ④躙査塁亭AIA. ＝ ％ 
1.ft傷度V B.＝ ＊ ⑤各隕傷度の2の鯰長さ B,
IJI傷度IV B,= ＊ 損傷度V B,=- m 

1月”度Ill 8,= ＊ IJI傷度1V B,= m 

損傷度11 Bp= ＊ IJI傷度In B,- m 

Ill傷度 I B,＝ ＊ 偵傷度II B.＝ m 

lll!t¥1/. O B,= ＊ 1.R傷度 1 81= m 

IJI傷度0 B.= m 

2. 3 鳩這体の偵傷!111合による判定

口撫破害 (D=O) 口経

口中破 (IO<D:S50) □大
徴 (D::.5) 

破 (50<0)
口小 破 (5< D:S:10) 

ロ釘 墳 (D,=SO)

3.その他

3. 1 付属潰遣物の餃害
ロベントハウス :o慧歓害 口軽改 〇小破 口中破 口大霰 口釘頃

ol.1外冗佼 :o慧歓害 口経徴 〇小破 □中破 □大破 口m頃
o!JI上燻突 ：口撼歓害 口軽微 口小破 □中霰 口大霰 DIN頃
口濱り111下 :o慧霞で 口経改 〇小破 □中破 □大霰 ロ釘填

ロェクスパンシ鬱ンジ菖イント：口撫霰害 □廣突の影踪有り ロ＊破

0そのは（ ：ヽ D憾破害 口経徴 □小荻 □中破 〇大破 0111頃

3. 2 基硯鳩造の彼害 | 抗の諭害の有撫：O有 D撫 〇不•JI 誼状化の打需：D有 口想 口不明

4.被災度区分判定結果

4.1 逹秦物の敏災度区分判定結果（『2.1』『2.2』および『2.3』の被災度区分のうら最し大さい歓災度）

〇慧霰書 〇経微 □,Jヽ破
□中霰 □大破 □釘填
4. 2 犠修・襴位・解体等の判定結果 (2頁の丑ーI)

〇鳩9E 口鳩廷 〇解体 ("'象庁沢度贅 ：ロrv以下 口v 口VI以上）

ヽ．3 "細調査の冥否の割之 (I頁の表ーI)

上部構造：口不宴 口I!・冥 碁礎情逗：口不冥 〇必要

5.被災部分のスケッチ、所見等のメモなど

薄
葉

U
Y
‘
)
［
ご
陣
濡
狼
意
S
痔
翠
滞
図

9
せ
j
i渥
榊
油

; : : ： : : ; ：＇ ： ： : : 
: ; ； : ; i : i i ; : : ： ： ： ： 
： : : ： : : : : ; i i : ： 

・・・・・・・・+・．．．．．．．+・・・・・・・・!・"・・"・・!・・●・・・・+・・・・・・+・・・・・・・+・・"・・・+..●● ● ●● •;......... !・・・・・・・・・;......... f......... ;........ +....... +....... 
： ： : : : : : 
： ： ： : : : : : : : ： i :.,  :．:  ： : : : : 
: : 

: :＇ ： t : ,.  : : : :．：  : : : ： ： ； 
．．．．，．，＇で'..,．．,．t.............●● ● ● • :.．．.,．．,．!......... i........ t.. ・・・.. ・t・・.. ・.. ·•·........ i......... !......... i......... i.● ● ● ● ● ● ●t・・・・・・・・t・・・・・・・・ 
: :,  : : ： : ： : : 
: : : : : : : : : ： :.  : ： ： ： ； ： 
: ; : : ．:  : : ； ： ; : ； ： ; 

.......．f.......．+・・・・・.. +・・・・・・+・・.. ・・+.. ・・.. +・・・・・・・+・・.. ・・・+・・・・.. +-...... +........ >.... +...... +...... +-.......;.，.．,．．.． 
： 

： 
: ; : : ： ： ： ： ; ； i : i i 
: : ； : : ！ i : : ; ； ！ : ； ; 

．．．，．，．．f....... +..●.... j......... j......... ;....... +.... ・・+・・・・・・+・・.... +....... +......，ヽ ：・・・・・・・・・f・・・...·.+.........,.,..,...—• ● ● ● ●... 
: : ： ： : ； ： : : : ： : : ： 

： 
; : ,.  ： : ：,  ： ! ： : : : ： : : ： ： ; ; ： ： ： : ： : ： ： 
........一........一........:......... ¥......... f......... ;........ ~········i·········i·········!····..... f......... :......... f........ ~........l........ 

： ： ： 
: : ： : : ； ： : : i : ： :．:  
; i : ； ： : i ; ! ： i i i ! ! 

●........ [........ +● ●● ●・・・・j......... i・・・・・・・・・t・．．．．．．．ふ．，．．．，．．t・・・・・・..j-・・・・・・・+-・・・・・・+・・・・・・・・;・・・・・・・・．i・・・・・・・．，r・・・・・・・・ふ．．．．．．．．+........,.  ； ： : : : : : ; ： : ： : : 
: ： ＇：  : : , : ： : : : ． ．：  ： ：＇：  ： ： ！ ．：  ： 
: ： : ： : : ： ： : : ： i i : ・i........ ?........ !-.... ・・・・!・.. ・・・.. ・i・・・・・・・ .. }--...... f........ i................... i'........ i-........ !.・・・・・.. f・.. ・--・+--・・・・・f 
: ：,  ： ,  ： 
: : : : ： ; : : ： : ； : ; : : 
： ： : : : : : : : : : : : 
_;__ : :_」_

:.  :．. , ;,  ： 
: : ： ： : : : : ： : : __, 
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鉄骨造建築物の被災度区分判定調査表
豆痘書号： 魯 綱査a疇： . _ _ _ _l'l ____ B 午前／午紐 岬

1111)%回改 ； 回目 1111査書：
所 属；

鳩逗骨組の破災度区分（上表中、地鯰及び鳩返形式における核当する最大の裟災度区分）

□I, 011, Olli, DIV、 口V、 ロVI． 口絃当項目なし (0,)
2. 2 非構造部材・仕上げに関する鱈査と被災度区分

ヰ
猿
5

1.建築物概要

1

2

3

4

5

 

••

•.• 

1

1

1

1

1

 

違築物名称

娃築物所在地．

所有名

連絡者

廷築物用途

〇事務所 口住宅

0その他(、
I. 6 階改および基準隋平面

地上 翔搭匿 覧地下 隋基準隋平面 mx m 

構返種別 □ラーメン鳩這 □筋かい構造 〇混合構造 ’口その他（ ） 

外装材 ロラスモルクルロALC板ロカーテンウォールロその他（ ） 

基礎構遣

敷地の地形

用辺の地形

7
8
9
1
0
1
1
 

．
．
．
．． 

I

I

I

I

I

 

口平坦地 口傾斜地 □台地〇凹地 □その他{ ) 

崖から m 潅・謁•iBから m（注 ：50m以上の場合は記入不要）

ー

1
7
5ー

2.謂査と評価

2. I 

・連絡先．

＿遅絡先

口店舗 口佼含 口体育館

ー）

0エ湯 D倉庫

構辺骨組に関する閃査と伍災度区分

1,芯.a9 地 笠
情逗骨組（鳩逗形沢別）

イ）ラーメン鳩逗 D)筋かい鳩追 ハ）トラス1鼻逗

Is Oy,:iil/150 ロ,:.1/150 0暉筋かいのわず □天井面筋かいの一
口郎材の鼻伏開始 かな座屈変形 部座屈変形

口往閉コンクリート 0匹コンク1Jート
のひび"hR生 のひび割れ兄生

II s 口1/150<VSl/100 口1/150q S 1/100 □高カポルトのナペ 口トラスiii外へわず
□パネルゾーンのR り かに座屈変形

伏 □アンカーポルトの
□アンカーポル トの 仲び

停び 〇弓！張筋かいの凡伏

111, □1/100<-{,:.1/SO □1/100 q ~ 1/50 口4Sl/so Dトラス面外座屈変
〇局部座屈変形小 口筋かい破断 形が顕著

口悽合部破断

IV, 口1/50<y,:.1/30 □1/50 <,I, S 1/30 口1/50< </, :ii 1/30 OO材および弦1オの
口日邸座屈変形中 座屈変影ヽ Jヽ

v. 口1/30<,f, □l/30q 01/30<, 〇糾材および弦材の

□1費合部霰断 度屈変杉大

〇局部筏変形大 口撞合部破祈

V(, 口倒濱 □'"墳 〇倒演

ぷ≪ll.i 
甚災 瓢 位 ほ 考

イ）内外などの仕上げ 口）天 井 ハ）関口部 （ホ平変形の目安）

I嘗 口隕角部などのわず 〇天井材のずれは 〇開閉に少々支9亀を -1/150 
かなされつ ずれ さたす．ひび割h.

程度

II曹 口目地ずれ 〇綿分的な刹霞 〇多くの惧角部霰1員 1/150-1/50 
〇わずかな贔11躍 〇開閉困"

m曹 〇全面にわたる大き 口全面的な剥沼 □大半のほ角部が破 1/S0-1/30 
なされつ 惧

〇部分的な最11冠 口開閉不能

口面外へのはらみだ

し

IVw □大きな剥落 □きわめて霞著な全 口苓しい破9員 1/30-
il!i的な剥饉

非鳩返部材・仕上げの阪災度区分（上表中．絃当する最大の霰災度区分）

ロし （含・紋当項目なし） Ollw 口lllw □IV.., 
3.総合判定

以上の鳩盈骨組及び非情造部材・仕上げの各々の破災度区分より下表に従って判定すると．

〇経微 口小破 口中霰 □大破 □1ff頃
となる．

I ̀  111, Vs VI, 

小霰 中霰 大霰

落
呻
麻
濡
湘
意

S
箔
翠
滞
図
ぬ
世j
洞
濫
3
3

倒l名

注1 -{,Iょ．最大相対沈下量による変形角 注2 が!.I主の傾糾h

4.被災部分のスケッチ、所見等のメモなど

; : ： .  ： : : : : 
: : 

+・・・・・・+・・・・・・+・・・・・・+・・・・・+・・・・・・+・・・ ・+・・ ···+·••···+·······:·······+··. ・+・・・・・・+・・・・・・1 : ： ：．  : ； ： ： ： : ： 

-f······+······+·······l·······+······+·····+······+······+·······!··•····+... ・+・・・・・・・ >・・・・・+ 
: ： : ; ; : ; ： : ： ： ; ： l 
-r-・・・・・・+・・・・・・+・・・・・・・i・・・・・・・・・l・・・・・・・+・・・・・+・・・・・・+・・・・・・+-・・・・・・+・・・・・・+・・・・・・+・・・・・・+・・・・・・-+ 

: ·· ·····+·······~· ······+······ · l·········l·········\········~·······+······+·······l········・f-· · · ····i··· ······\ ・．．．．．．．き........
： 

・・・・・・・・+・・・・・・・・(・・・・・・・l・・・・・・・・+・・・・・・・・l・・・・・・・・-f・・・・・・・・さ・・・・・・・・l--・・・・・・・i・・・・・・・・・l・・・・・・・+・・・・・・・・¥・・・・・・・・-f・・・・・・・・-;・・・・・・
: : : :..  : ： i : : : ； ； ： i 

・・・+・・・・・・・・I・・・・・・・・l-・・・・・・・+・・・・・・・・1・・.. ・・・・・1・・・・・・・・+・・・・・・・・t・・・・・・・・i・・・・・・・・i・・・・・・・・1・・・・・・・・I・・・・・・・・・r・・・・・・.. ~······· ; ： i i : ： i : ： : : ; ： ： 
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木造建築物の被災度区分判定調査シート
豆喧書号： 岱 綱ヱat;, ：一年一"—B 午酬／午浪 m 
”'立1il改 ； 釦B ”’軍 苓：

” 厖：
1.建物概要

I. I 埠掬名称

1．？所在地

3

4

 

．． 

ー

5
6
7
8
9
1
0
 

．
．
．

．．

．
 

1

1

1

1

1

,
．
 

市町 T目

記 村 大字 番地

氏名 電話

〇住宅 ロアパート ロ面店 口店葺i,JII住宅
〇事務所 口学校 口工湯 D愈庫
〇紐館 □病E 口畜合 口その他（

這築年度 （新墨年度 ：増改藁年度
） 

） 

冗改 口平屋 口2摺縫 □その紺（ ） 

I~床i!iiQ(_m'( 坪））

外装仕上げ 口うスモルクル □金属板 ロポー ド類
mの地形 口平坦地 口傾糾地 口台地 〇凹地
月辺の地杉

崖からー m 

-

1
7
6
 

遅籍先

鵠物1tR11

2.建物調査

）

）

 

（

（

 

他

他
の

の
ェ、そロロ

川・湯 ・ 臼•illから m （注：SOm以上の場合は記入不塁）

郎 位 IJ.傷項目 9員傷算定弐・歓只度ラン9 霰災度

偵傷基礎長（ m（偏））
％） 

外日基彎長 （ m（偏）） XIOO= ( 

基礎 1月傷拿

（外間碁口｝
15％未憐 15-30% 30-65% 65-85% 85％以上

口1 □II OUI □IV 口V

U傷状況 01 口II 0111 口IV 口v

偵傷床面積 （ 吋（坪））

l暦床面積 ( 吋（坪））XIOO= ( 器）

床 組 慎偽亭

(I陛床雄） 10％未i員 10-30% 30-60% 60-85% 85％以上

口l 口U 口Ill DIV 口v

＂傷状況 □1 011 □1Il 口IV 口v

偵傷往 （
＊＊） ） XIOO= ( ％） 

I楼止＊改 （
籍 直 捐潟ネ

(I F 注） 10％未滴 10-30% 30-60% 60ーお％ 8S％以上

口1 口n DUI DIV □V 
IA傷状況 口［ OU DIn 口IV 口v

IR日輪繕!.?fk( 
mm) ) XIOO= （ ％） 

＂贅．給絹°長（
＇虐観 2 Ill偏卒

(I守は捐5!) 10％示漏 JO-JO% 30-60% 60-85% 8)％以上

□I 口II 0111 □IV 口v

n目状況 こ1 011 口UI DIV 口v

IJI傷Uiliil/1( 吋）

外 2 面 i責(
XIOO= ( ％） 
吋）

仕 上 材 ’’褐事
（外只仕上面）

15％未溝 15-40% 10-65% 65-85% 85％以上

口1 口II Dill □IV 口v

慎傷状況 口1 口II 0111 口IV 口v

!JI.傷S揖面1,( 
m') XIOO= ( ％） 

圧 Ill面 積 （ m') 

星 揖 U傷謬

（贔上暦の国摂）
15％未漏 15-◄0% 40-65% 65-85% 85％以上

口1 □II □Ill 口IV □V 
＂傷状況 口1 口＂ DUI □lV 口v

認合甚災度

3.被災部分のスケッチ、所見等のメモなど
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損傷猛鉢定要領

基碍 甚彎に次のO-cの！員傷がEめられた場合1箇所あたり lmとし．2た〇ー⑦について1i江当

国所の長さをその12iJ118B麗長とし．全1Jl償長を互之する．

①ひび割れ．叩． Cl)磁翫．④月89霰頃．⑤1/20以上．あるいは遺IT中の傾糾． (En勧． ⑦
洸失

床絨 1一郎塁単位紐に判定し．次の携償が恥られる四嘩諷を！員傷床面9Rにヌ入する．

0.:t古と基辺のずし②東と東石のずれ．2たlilll.困．C大引きおよび屈大の仕口屈Ill.＠不な

軸 Ill I住一本毎に利定し．次の1,flが恥られる住を1月償注とする．
〇傾糾l/20以上．②け動．0長さの1/3以上のnn.C断iiiib1のl/3以上の欠ij¥.C祈損

紬組只 註と註で国2れた皐位ごとに門定し．次のIJI傷がEめられる給姐璧の氏さをIJIIII輪区長に召入
する．

の残留変影．②筋這仕口のillll.CDポードのずh.

仕上1i| 1J1|IIIT)ある証分について．贅毎に加の見切りのつくばをRli'Iけ．その幅に贅高を出9t.；Jt 
傷堕面Mには入する．

I Iii下．：2-riL.(l霰m.-I恥9‘tL

ー4 - -; -
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